
診療科 疾患名
切除可能胃癌、食道胃接合部癌

レジメ名 投与間隔

１コース 4 週間 術前2コース、術後2コース

　　　　　商品名 　　　　　一般名 　　　　　投与量 投与方法 　　　投与時間 　　　　　　　　　　　投与日
単位 単位 ｄａｙ1 ｄａｙ ｄａｙ15 ｄａｙ

イミフィンジ（＞30kg） デュルバルマブ 1500 mg/body 点滴静注 1 時間 ●
ドセタキセル ドセタキセル 50 mg/㎡ 点滴静注 1 時間 ● ●
オキサリプラチン オキサリプラチン 85 mg/㎡ 点滴静注 2 時間 ● ●
レボホリナート レボホリナート 100 mg/㎡ 点滴静注 1 時間 ● ●
フルオロウラシル フルオロウラシル 2600 mg/㎡ 点滴静注 24 時間 ● ●

備　　　考（実施手順、使用器具、予測される副作用とその対応、休薬・減量・中止基準、患者への注意事項等）
術前に2コース、術後に2コース実施し、計4コース　
術後2コース実施後、デュルバルマブ単剤療法10コースまで実施（D-FOLTと併せて術後デュルバルマブは計12コースまで）
体重≦30kgはデュルバルマブ20mg/kgとなる
主な副作用は、下痢62.3％、悪心50.7％、好中球減少32.2％、疲労感28.8％、嘔吐26.1％、貧血26.1％、痺れ20.2％、発熱20％、IRR6.9％、irAE23.2％と
報告されている。各種対症療法で対応する。
減量・休薬に関しては適正使用ガイドを参照する。

FN予防として、リスク因子がある場合ペグフィルグラスチムの予防投与が推奨されている。（day1とday15それぞれ２４時間以上経過後に使用可能）

枝分かれレジメンあり：698-2 イミフィンジ維持療法（同量を４週に１回）
30kg以下電子カルテレジメンは現時点で未作成
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D-FLOT療法


